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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 
   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 
 
（２）調査の対象とする児童生徒 
 【小学校調査】 
・小学校第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年 
【中学校調査】 
・中学校第 3 学年，中等教育学校第 3学年，特別支援学校中学部第 3 学年 
 
（３）調査事項及び手法 
① 児童生徒に対する調査 
ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 
国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※１と「主
として『活用』に関する問題」（B）※２を出題。 
※１：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 
可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
※２：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 
実践し評価・改善する力など 
イ  質問紙調査 
学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 
 
② 学校に対する質問紙調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備
の状況等に関する質問紙調査を実施。 
  
（４）調査の方式 
   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 26 年 4 月 22 日（火） 
   
【小学校調査】            【中学校調査】 
1 時限目 2 時限目 3 時限目   1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 
(各 20 分) 
国語Ｂ 
(40 分) 
算数Ｂ 
(40 分) 
児童質問紙
(20 分程度)
 国語Ａ 
(45 分)
国語Ｂ 
(45 分)
数学Ａ 
(45 分)
数学Ｂ 
（45 分） 
生徒質問紙
（20 分程度）
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（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成26年4月22日に実施された教科に関する調査
及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する児童
生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第6学年，特別支援学校小学部第6学年） 
  
調査対象児童数※1 
 
4月22日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月22日～5月9日に調査を
実施した児童数 
公立 1,109,678人 1,080,663人 1,088,176人
国立 7,233人 7,126人 7,154人
私立 13,391人 6,017人 6,108人
合計 1,130,302人 1,093,806人 1,101,438人
 
 
（中学校第3学年，中等教育学校第3学年，特別支援学校中学部第3学年） 
  
調査対象生徒数※1 
 
4月22日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月22日～5月9日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,074,571人 1,018,365人 1,026,765人
国立 11,005人 10,397人 10,766人
私立 82,952人 31,248人 31,325人
合計 1,168,528人 1,060,010人 1,068,856人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成25年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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③ 集計学校数 
（小学校，特別支援学校小学部） 
  
調査対象者の在
籍する学校数 
 
4月22日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月23日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月22日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
（実施率％） 
公立 20,217校 
20,177校
（99.8％）
26校 
20,203校
（99.9％）
国立 75校 
75校
（100.0％）
0校 
75校
（100.0％）
私立 218校 
100校
（45.9％）
2校 
102校
（46.8％）
合計 20,510校 
20,352校
（99.2％）
28校 
20,380校
（99.4％）
 
 
（中学校，中等教育学校，特別支援学校中学部） 
  
調査対象者の在
籍する学校数 
 
4月22日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月23日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月22日～5月9日
に調査を実施し
た学校数 
（実施率％） 
公立 9,813校 
9,742校
（99.3％）
60校 
9,802校
（99.9％）
国立 81校 
78校
（96.3％）
3校 
81校
（100.0％）
私立 755校 
353校
（46.8％）
2校 
355校
（47.0％）
合計 10,649校 
10,173校
（95.5％）
65校 
10,238校
（96.1％）
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 
本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実
施しているが，実施教科が国語，算数・数学の2教科のみであることや，必ずしも学習
指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童
生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であることや，学校における教育活動の一
側面に過ぎないことに留意することが必要である。 
本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平
均正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみでは必ず
しも調査結果の全てを表すものではなく，中央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表
すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評価することが必要であ
る。また，個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒
一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要である。 
 
＜用語説明＞  
語 句  説       明 
平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，
それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答
率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の
百分率。 
中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 
最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 
標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数
値。標準偏差が0とは，ばらつきがない（データの値がすべて同じ）
ことを意味する。 
相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1
から1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほど
負の相関が強いことを表す。 
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２．教科に関する調査の結果（概要）
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（１）調査問題の趣旨・内容，課題等，指導改善のポイント 
○調査問題の趣旨・内容 
 
国語Ａ  基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 
（例）■ 故事成語の意味や使い方を理解する。 
■ 物語を創作する際，情景描写の効果を捉える。 
■ 新聞の投書を読み，表現の仕方を捉える。 
■ 話合いの観点に基づいて情報を関係付ける。 
国語Ｂ  基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 
（例）■ 討論会を計画的に進めるために，司会は観点を整理したり，参加者は立場を明確に 
して質問や意見を述べたりする。 
■ 科学に関する本や文章を効果的に読み，分かったことや疑問に思ったことを関係付 
けながらまとめる。 
■ 二つの詩を比べて読み，内容や表現の工夫を捉え，自分の考えを書く。 
 
 
 ○課題等 
 
 
 
・ 複数の内容を含む文を分析的・統合的に理解することについて，複数の事柄を「～たり， 
…たり」という表現を用いて適切な文に書き直すことは良好である。また，仮定の表現を用い 
て適切な文に書き直すことも，相当数の児童ができている。〔Ａ６一・二〕 
 
・ 立場や根拠を明確にして話し合うことについて，発言をする際に一定の立場に立ってはいる 
が，根拠を明確にした上で発言をする点に，依然として課題がある。〔Ｂ１三〕 
 
 
 
◆(B) 司会の役割として話合いの観点を整理したり，質問の意図を捉えたりすることに課題があ 
る。〔Ｂ１一・二〕 
 
 
 
◆(A) 物語を創作する際，情景描写の効果を捉えることに課題があり，指導の充実が求められる。 
〔Ａ３ 〕 
 
 
 
   ◆(A) 物語の登場人物の相互関係を捉えることに，依然として課題がある。〔Ａ５ 〕  
   ◆(B) 詩の解釈における着眼点の違いを捉えることに課題があり，指導の充実が求められる。 
〔Ｂ３二〕 
 
 
 
   ◇(A) 今回出題した漢字の読みや書きは，相当数の児童ができているものがある。 
〔Ａ１一・二〕 
◆(A) 今回出題した故事成語の意味や使い方を理解することに課題があり，指導の充実が求めら 
れる。〔Ａ２〕 
 
◇･･･相当数の児童ができている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ  
〔 〕内の記号は，問題番号  
読むこと 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
主な特徴 
話すこと・聞くこと
書くこと 
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○指導改善のポイント 
 
 
   
○ 司会の役割を理解し，立場や意図を捉えながら話合いの観点を整理する指導の充実 
・ 目的や意図に応じて計画的に話し合うために，司会は重要な役割をもつ。特に， 
話し手の発言を受け止め，適切な観点を明確にしていくことが重要である。そのた 
めに司会者には，まず発言内容をよく聞き，考えの中心となることを捉えることが 
できるように指導することが大切である。さらに，複数の発言内容を聞き分け，考 
えの立場や見解を分類・整理するなどして，適切な観点を設定できるように指導す 
ることも大切である。各教科等との関連も図りながら，全員が司会の役割を経験す 
る機会を設けるなどして，具体的に指導することが重要である。 
 
 
 
  ○ 読むこととの関連を図り，物語を創作する指導の充実 
・ 物語を創作する上で，物語の表現の特徴とその効果について捉えることは， 
重要である。そのためには，物語などの文学的な文章を読むことの授業におい 
て，描写の工夫（行動や表情，会話（内言），風景など）の効果を理解するこ 
とができるように指導することが大切である。その際，登場人物の心情などに 
ついて，直接的に描写されているものだけでなく，暗示的に表現されているも 
のも捉えることができるように指導することが重要である。 
 
  
 
○ 登場人物の人物像や相互関係を捉える指導の充実 
・ 物語などの文学的な文章では，登場人物の人物像を捉え，相互関係を明確にしな 
がら読むことが重要である。そのためには，中心人物を押さえ，その人物と周囲の 
主な登場人物について，行動や会話文，情景描写などに着目しながら，それぞれの 
人物像が分かる言葉をカードに書き出し，整理するなどの指導が考えられる。その 
際，その中心人物を取り巻く登場人物がその中心人物をどのように見ているのか， 
物語の進行に伴ってどのように変化していくのかに着目できるようにすることが大 
切である。 
○ 詩の解釈における着眼点の違いを捉える指導の充実 
・ 詩を様々な着眼点から解釈し，考えたことを交流することは重要である。そのた 
めには，自分の考えと相手の考えとを比較しながら，どのような点が共通していた 
り，相違していたりしているかを考えながら交流することができるように指導する 
ことが大切である。その際，互いの考えを分類して，どのような着眼点に基づくも 
のかを明確にできるように指導することが重要である。 
 
 
 
  ○ 故事成語の意味や使い方を正しく理解し，実生活の中で用いる指導の充実 
・ 故事成語の意味や使い方を正しく理解し，実生活の中で起こる出来事や，その様 
子を故事成語を用いて表すことは重要である。そのためには，長い間使われてきた 
故事成語に興味をもち，その意味を調べてカードに記録するなど，先人の知恵や教 
訓，機知に触れることができるように指導することが大切である。その上で，実生 
活の中で意図的に活用する機会を設けるなどして，計画的に指導することが重要で 
ある。 
書くこと 
読むこと 
話すこと・聞くこと
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語Ａ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,093,806 人 11.0問/15問 73.1％ 12.0 問 3.1 13 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)       正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合) 
 
分類・区分別集計結果                      正答率別設問数（横軸：正答率，縦軸：設問数） 
分類 区分 対象設問数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと １ 72.5 
書くこと ３ 72.4 
読むこと ２ 68.7 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 １２ 73.8 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度 ０  
話す・聞く能力 １ 72.5 
書く能力 ３ 72.4 
読む能力 ２ 68.7 
言語についての知識・理解・技能 １２ 73.8 
問題形式 
選択式 ７ 66.7 
短答式 ８ 78.6 
記述式 ０  
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短
答
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記
述
式
１一（１）
5･6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 91.7 1.7
１一（２）
5･6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 87.1 2.5
１一（３）
5･6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 74.5 1.5
１二（１）
5･6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 97.8 0.6
１二（２）
5･6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 59.4 6.8
１二（３）
5･6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 77.6 7.2
２一
3･4
(1)ア
(イ)
○ ○ 56.0 0.3
２二
3･4
(1)ア
(イ)
○ ○ 50.1 0.5
３ 3･4オ
5･6
(1)イ
(ケ)
○ ○ ○ 58.9 0.2
４ 5･6ウ ○ ○ 71.9 0.3
５ 5･6エ ○ ○ 65.5 0.5
６一 5･6オ
5･6
(1)イ
(キ)
○ ○ ○ 75.0 5.6
６二 5･6オ
5･6
(1)イ
(キ)
○ ○ ○ 83.2 1.9
７ 5･6ア ○ ○ 72.5 2.1
８
3･4
(1)イ
(カ)
○ ○ 74.5 2.6
設問番号 設問の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域等 評価の観点
無
解
答
率
(
％
)
物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 物語の登場人物の相互関係を捉える
「～たり、…たり」という表現に直して書く 複数の事柄を並列の関係で書く
故事成語の使い方として適切なものを選択す
る
（五十歩百歩） 故事成語の意味と使い方を理解す
る故事成語の使い方として適切なものを選択す
る
（百聞は一見にしかず）
情景描写を正しく理解し，適切なものを選択
する 情景描写の効果を捉える
新聞の投書を読み，表現の仕方として適切な
ものを選択する
新聞の投書を読み，表現の仕方を
捉える
漢字を読む
（道路の標識を見る）
学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読む
漢字を読む
（街灯がつく）
漢字を読む
（勢いよく走り出す）
話合いの記録の仕方として適切なものを選択
する
話合いの観点に基づいて情報を関
係付ける
言葉の意味と使い方を捉え，適切なものを選
択する
（はかる）
国語辞典を使って，言葉の意味と
使い方を理解する
正
答
率
(
％
)
文の意味のつながりを捉え，適切なものを選
択する
仮定の表現として，適切なものを
捉える
漢字を書く
（料理をのせたさらを運ぶ）
学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく書く
漢字を書く
（勝利をいわう）
漢字を書く
（かぜをよぼうする）
問題形式
設問別集計結果 
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【国語Ｂ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,093,582 人  5.6問/10問 55.6％ 6.0 問 2.4 6 問 
 
正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)       正答数累積グラフ(横軸:正答数，縦軸:累積割合) 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別設問数（横軸：正答率，縦軸：設問数） 
分類 区分 対象設問数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと ３ 51.4 
書くこと ３ 34.6 
読むこと ７ 57.5 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 ２ 69.9 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度 ３ 34.6 
話す・聞く能力 ３ 51.4 
書く能力 ３ 34.6 
読む能力 ７ 57.5 
言語についての知識・理解・技能 ２ 69.9 
問題形式 
選択式 ４ 62.2 
短答式 ３ 67.9 
記述式 ３ 34.6 
 
 
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
0問
2問
4問
6問
8問
10問
12問
14問
0%～ 10%～20%～30%～40%～50%～60%～70%～80%～90%～
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話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１一 5･6オ ○ ○ 65.4 7.8
１二 5･6エ ○ ○ 60.3 3.5
１三 5･6エ
5･6
ウ ○ ○ ○ ○ 28.4 4.9
２一 5･6ウ ○ ○ 72.0 8.2
２二 5･6ウ
5･6
ウ ○ ○ ○ ○ 27.1 7.4
２三 5･6イ ○ ○ 66.2 4.3
３一（１） 5･6エ
5･6
(1)イ
(カ)
○ ○ ○ 80.5 4.4
３一（２） 5･6エ
5･6
(1)イ
(カ)
○ ○ ○ 59.4 5.5
３二 3･4オ ○ ○ 48.7 19.7
３三 5･6ウ
5･6
エ ○ ○ ○ ○ 48.3 25.8
正
答
率
(
％
)
無
解
答
率
(
％
)
設問番号 設問の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
司会➍の発言の内容をまとめて書く 目的に応じて，話合いの観点を整理する
林さん➎の質問の狙いとして適切なものを選
択する 質問の意図を捉える
大野さん➋の発言に対し，手書きの立場から
質問か意見を書く
立場を明確にして，質問や意見を
述べる
【詩１】と【詩２】を比べて読んで考えたこ
とを書く
二つの詩を比べて読み，自分の考
えを書く
付箋の内容を関係付けて，原田さんの疑問を
書く
付箋に書かれた内容を関係付けな
がら，最初にもった疑問を捉える
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまとめ
を書く
分かったことや疑問に思ったこと
を整理し，それらを関係付けなが
らまとめて書く
疑問を解決するために，目次や索引の中から
必要となるページの番号を書く
課題を解決するために，目次や索
引を活用して，本を効果的に読む
【詩１】の表現の特徴として適切なものを選
択する
二つの詩を比べて読み，表現の工
夫を捉える
【詩２】の表現の特徴として適切なものを選
択する
【詩２】に対する山田さんの解釈として適切
なものを選択する
詩の解釈における着眼点の違いを
捉える
設問別集計結果 
 
 
 
 
 
-13-
○ 国語Ｂの正答数が多い児童は，国語Ａの正答数も多い傾向にあるが，国語Ａの正答
数が多い児童は，国語Ｂの正答数において広く分布している。 
○ 「国語Ａは平均以上」かつ「国語Ｂは平均未満」の児童の割合は 17.4％，「国語Ａ
は平均未満」かつ「国語Ｂは平均以上」の児童の割合は 9.1％となっている。 
■国語Ａと国語Ｂの相関等 
 
 
 
 
 
 
国語Ａの正答数，国語Ｂの正答数，正答児童数の相関をバブルチャートに表したもの。 
※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関等 
正答数（国語Ａ）×正答数（国語Ｂ）
-14-
（４）地域の規模等の状況 
 
［国語Ａ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
  
 
［国語Ｂ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
  
 
 
 
 
 
 
（５）都道府県の状況 
 
［国語Ａ］正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） ［国語Ｂ］正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） 
   
     
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問
大都市 中核市 その他の市 町村 へき地 全国（公立）
11.0 /15
11.0 /15
10.9 /15
10.8 /15
10.8 /15
10.9 /15
大都市
152,080
279,141
72.7 11.0
3.0
全国（公立） 1,080,663 72.9
平均正答率
(％)
73.6
73.3
平均正答数児童数
中核市 3.0
3.1
12.0
12.0
標準偏差中央値
3.0
町村 97,924 71.9 11.0 3.0
その他の市 551,159
12.0 3.1
へき地 19,799 72.0 11.0
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問
大都市 中核市 その他の市 町村 へき地 全国（公立）
5.6 /10
5.6 /10
5.5 /10
5.4 /10
5.4 /10
5.5 /10
平均正答率
(％)
56.1
56.3
平均正答数
大都市
152,052
279,123
55.1 6.0
児童数
中核市 2.4
2.4
6.0
6.0
標準偏差中央値
2.4
町村 97,890 54.4 6.0 2.4
その他の市 551,027
6.0 2.4
へき地 19,792 54.3 6.0 2.4
全国（公立） 1,080,444 55.5
47
0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
17.9～ 27.9～ 37.9～ 47.9～ 57.9～ 67.9～ 77.9～ 87.9～ 97.9～
(％)
43
4
0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
10.5～ 20.5～ 30.5～ 40.5～ 50.5～ 60.5～ 70.5～ 80.5～ 90.5～
(％)
○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，25 年度同様，地域の規模等（公立：
大都市，中核市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 
○ 各都道府県（公立）の状況については，平均正答率を見ると，25 年度同様，ほとんどの都
道府県が平均正答率の±5％の範囲内にあり，大きな差は見られない。 
※大都市（政令指定都市及び東京 23 区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する児童の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する児童の調査結果を集計した
ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
全国（公立）の
平均正答率
47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
72.9% 77.4%【＋4.5%】
69.4%
【－3.5%】
全国（公立）の
平均正答率
47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
55.5% 67.3%【＋11.8%】
52.4%
【－3.1%】
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（６）教育委員会の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
   
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）     正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 
   
 
 
 
 
（７）学校の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
   
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）        正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 
  
10.8 / 15
教育委員会数 教育委員会の標準偏差
1,786
教育委員会の
平均正答数
71.8
教育委員会の
中央値
(％)
72.2
教育委員会の
平均正答率
(％)
5.7 5.4 / 10
教育委員会数 教育委員会の標準偏差
1,786
教育委員会の
平均正答数
54.3
教育委員会の
中央値
(％)
54.5
教育委員会の
平均正答率
(％)
6.8
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～
10.9 / 15
学校数 学校の標準偏差
20,352
学校の
平均正答数
72.7
学校の
中央値
(％)
73.0
学校の
平均正答率
(％)
7.3 5.6 / 10
学校数 学校の標準偏差
20,351
学校の
平均正答数
55.6
学校の
中央値
(％)
55.4
学校の
平均正答率
(％)
8.7
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～
○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 
見ると，25 年度と比べ大きな変化は見られない。 
○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると，
25 年度と比べ大きな変化は見られない。 
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（８）国・公・私立学校の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
   
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
   
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問
0%
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15%
20%
25%
30%
35%
40%
0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問
0%
5%
10%
15%
20%
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35%
40%
0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問
0%
5%
10%
15%
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35%
40%
0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問
○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答
数について見ると，25 年度同様，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 
10.9 / 15
児童数 標準偏差
1,080,663
平均正答数
72.9
中央値
12.0
平均正答率
(％)
3.1 5.5 / 10
児童数 標準偏差
1,080,444
平均正答数
55.5
中央値
6.0
平均正答率
(％)
2.4
12.8 / 15
児童数 標準偏差
7,126
平均正答数
85.5
中央値
13.0
平均正答率
(％)
2.2 7.1 / 10
児童数 標準偏差
7,123
平均正答数
71.1
中央値
7.0
平均正答率
(％)
2.0
12.6 / 15
児童数 標準偏差
6,017
平均正答数
84.1
中央値
13.0
平均正答率
(％)
2.4 6.8 / 10
児童数 標準偏差
6,015
平均正答数
68.1
中央値
7.0
平均正答率
(％)
2.2
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方
調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，
分析結果と課題，学習指導に当たって等を記述しています。
問題画像
調査問題を縮小して掲載しています。
出題の趣旨
調査問題ごとに出題の趣旨を示して
います。
趣旨
設問ごとの趣旨を示しています。
■学習指導要領における領域・内容
調査対象学年及び他の学年の児童生
徒への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指導
要領における領域・内容を示していま
す。
解答類型と反応率
解答類型ごとの反応率，正答の条件，
正答例を示しています。
（詳細は下欄参照）
解答類型と反応率
解答類型は，一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定
する条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。正誤だけではなく，一人一人
の誤答の状況（どこでつまずいているのか）に着目して，学習指導の改善・充実を図ること
ができます。
＜正答について＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計
と正答率が一致しない場合があります。
分析結果と課題
設問ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，成果・課題の有無
・ 特徴的な誤答について，反応率，誤答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連
・ 関連する過去の調査問題 など
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分析結果と課題
正答率，課題の有無，誤答の分析，
これまでの調査で見られた課題との関
連等を記述しています。
（詳細は前ページの下欄参照）
学習指導に当たって
調査結果を受け，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを記述してい
ます。（詳細は下欄参照）
※出典等
著作物について，出典及び著作権者等
を示しています。
学習指導に当たって
調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月上旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。
なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。
本書では，以下の資料については略称を用いています。
資料 略称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度解説資料○学校○○」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」
「平成○年度【○学校】報告書」
「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」
「平成○年度【○学校】授業アイディア例」
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査の問題を活用した授業アイディア例」
※図はイメージです。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（２）小学校 国語Ａ
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国語Ａ１ 漢字を読んだり書いたりする
出題の趣旨
学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1 ) ウ 文字に関する事項
(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年まで
に配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されて
いる漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字
を漸次書き，文や文章の中で使うこと。
-24-
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 一 １ 「ひょうしき」と解答しているもの 91.7 ◎
(1) ２ 「ひょう」と解答しているが，「しき」と解答していないもの 4.3
３ 「ひょう」と解答していないが，「しき」と解答しているもの 0.9
９ 上記以外の解答 1.3
０ 無解答 1.7
一 １ 「がいとう」と解答しているもの 87.1 ◎
(2) ２ 「がい」と解答しているが，「とう」と解答していないもの 0.2
３ 「がい」と解答していないが，「とう」と解答しているもの 8.3
９ 上記以外の解答 1.8
０ 無解答 2.5
一 １ 「いきお（い）」と解答しているもの 74.5 ◎
(3) ９ 上記以外の解答 24.0
０ 無解答 1.5
二 １ 「皿」と解答しているもの 97.8 ◎
(1) ９ 上記以外の解答 1.6
０ 無解答 0.6
二 １ 「祝（う）」と解答しているもの 59.4 ◎
(2) ９ 上記以外の解答 33.8
０ 無解答 6.8
二 １ 「予防」と解答しているもの 77.6 ◎
(3) ２ 「予」と解答しているが，「防」と解答していないもの 9.1
３ 「予」と解答していないが，「防」と解答しているもの 3.7
９ 上記以外の解答 2.4
０ 無解答 7.2
分析結果と課題
○ 一(1)の正答率は91.7％，一(2)の正答率は87.1％，二(1)の正答率は97.8％であり，相当
数の児童ができている。
○ 一(3)の正答率は74.5％である。
一(3)の解答類型９の反応率は24.0％である。主な誤答例は，「いきお（い）」を「いきよ
（い）」と解答しているものである。
なお，本設問は，平成20年度【小学校】国語Ａ１設問一(3)（正答率76.4％）と同一の問
題である。
○ 二(2)の正答率は59.4％である。「祝」という漢字を正しく書くことに課題があり，指導の
充実が求められる。
二(2)の解答類型９の反応率は33.8％である。主な誤答例は，「礻（しめすへん）」を「衤
（ころもへん）」にして解答しているものである。また，似たへんやつくりをもつ「税」や，
同じ発音をする「岩」と書いているものがある。
○ 二(3)の正答率は77.6％である。
なお，本設問は，平成20年度【小学校】国語Ａ１設問二(2)（正答率63.2％）と同一の問
題である。
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（参考）
○同一の問題
設問一(3) 「いきお（い）」
・平成20年度【小学校】国語Ａ１一(3)（76.4％）
（参照）「平成20年度【小学校】解説資料」P.14～P.15
「平成20年度【小学校】報告書」P.143～P.145
設問二(3) 「予防」
・平成20年度【小学校】国語Ａ１二(2)（63.2％）
（参照）「平成20年度【小学校】解説資料」P.14～P.15
「平成20年度【小学校】報告書」P.143～P.145
学習指導に当たって
漢字を文脈に合わせて正しく読んだり書いたりする
○ 漢字を読むことの指導においては，正しい発音を理解し，その読み仮名や送り仮名を表記
することができるように指導することが重要である。また，漢字を書くことの指導において
は，点画の数やとめ，はね，はらいなど，間違えやすいところを特に注意し，正しく書くこ
とができるようにするとともに，文脈に合わせて適切に使えるように指導することが大切で
ある。
実生活において，習得した漢字を適切に使う
○ 習得した漢字を，日常的に文や文章の中で適切に使うことができるようにすることが重要
である。そのためには，習得した漢字の音訓，部首，点画などについて，同音異義語や類似
した字形などと比較しながら，正しい書き方を日常的に確認するような習慣を付けることが
大切である。その上で，文や文章の中で正しく使用しているかどうかを自分で評価し，漢字
を含む語彙の拡充を図るように指導することが重要である。
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国語Ａ２ 故事成語の意味と使い方を理解する
出題の趣旨
故事成語の意味と使い方を理解することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
( 1 ) ア 伝統的な言語文化に関する事項
(ｲ) 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこ
と。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 一 １ １ と解答しているもの 14.3
２ ２ と解答しているもの 29.3
３ ３ と解答しているもの 56.0 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.3
二 １ １ と解答しているもの 26.9
２ ２ と解答しているもの 50.1 ◎
３ ３ と解答しているもの 22.5
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
設問一
○ 正答率は56.0％である。故事成語の意味と使い方を理解することに課題があり，指導の
充実が求められる。
○ 解答類型２の反応率は29.3％である。これは，選択肢２の故事成語に当たる「先んずれば
人を制す」との区別が付かずに，「ほかの学級よりもずっと前から練習を始めた」という部
分について，ほかの学級は五十歩進んだが，自分たちの学級は百歩進んだ，などと誤って解
釈したものと考えられる。
設問二
○ 正答率は50.1％である。設問一と同様に故事成語の意味と使い方を理解することに課題
があり，指導の充実が求められる。
○ 解答類型１の反応率は26.9％である。これは，選択肢１の故事成語に当たる「一を聞いて
十を知る」との区別が付かず，誤って解釈したものと考えられる。
解答類型３の反応率は22.5％である。これは，選択肢３の故事成語に当たる「良薬は口に
苦し」との区別が付かず，誤って解釈したものと考えられる。
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学習指導に当たって
故事成語の意味や使い方を正しく理解し，実生活の中で用いる
○ 故事成語の意味や使い方を正しく理解し，実生活の中で起こる出来事や，その様子を故
事成語を用いて表すことは重要である。そのためには，長い間使われてきた故事成語に興味
をもち，その意味を調べてカードに記録するなど，先人の知恵や教訓，機知に触れることが
できるように指導することが大切である。その上で，実生活の中で意図的に活用する機会を
設けるなどして，計画的に指導することが重要である。
具体的な指導としては，次のような事例が考えられる。これらは，第４学年以上を対象と
しており，ことわざや慣用句についても同様の取組ができる。
【事例①】三領域の言語活動と関連させて指導する
故事成語については，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕における指導と
しての充実を図る必要がある。併せて，そこで習得した知識や技能を三領域の指導の中で
繰り返し活用することができるように計画的に指導することも大切である。例えば，次の
ような事例が考えられる。
◇ 話すこと・聞くこと
出来事の説明や調査の報告などをする際，故事成語やことわざ，慣用句を使うと
いう条件を付けて話す。
◇ 書くこと
新聞や物語の創作，随筆などを書く際，故事成語やことわざ，慣用句を意図的に
使うようにして書く。
◇ 読むこと
本や文章に使われている故事成語やことわざ，慣用句について，国語辞典や言葉
に関する事典などを使って調べる。
これらの事例について短い時間で取り立てて指導したり，週や月など一定の時期に限定
して指導したりすることが考えられる。また，年間指導計画の中に単元として位置付ける
ことも考えられる。単元の例としては，「故事成語クイズ」，「四コマ漫画で表す故事成語」，
「絵解き故事成語ブック」，「故事成語を使った名言スピーチ」などが考えられる。
【事例②】日常的な活動の中で指導する
○ 朝の会，帰りの会などを利用して，故事成語やことわざ，慣用句を使った１分間
スピーチに継続して取り組む。
○ 家庭学習において，故事成語やことわざ，慣用句の意味調べや短文づくりに継続
して取り組む。
○ 故事成語やことわざ，慣用句を使って日記を書く。
教師は様々な学習活動の場面で故事成語やことわざ，慣用句を意図的に使い，児童の模
範となることが重要である。
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国語Ａ３ 物語を創作する
出題の趣旨
情景描写の効果を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと
オ 文章の間違いを正したり，よりよい表現に書き直したりすること。
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
( 1 ) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項
(ｹ) 比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと
ア 身近なこと，想像したことなどを基に，詩をつくったり，物語を書いたりする
こと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ １ １ と解答しているもの 16.6
２ ２ と解答しているもの 13.9
３ ３ と解答しているもの 58.9 ◎
４ ４ と解答しているもの 10.3
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.2
分析結果と課題
○ 正答率は58.9％である。情景描写の効果を捉えることに課題があり，指導の充実が求
められる。
○ 解答類型１の反応率は16.6％である。【物語の一部】の最後の部分にある「小さな声
でつぶやきました」という言葉から暗い表情を想像し，それを選択肢１の「顔の表情」
と誤って捉えたものと考えられる。
解答類型２の反応率は13.9％である。【二人の会話の様子】の の直前に
ある「気持ち」という言葉と選択肢２の「心の中の声」とが結び付いたものと考えられ
る。
（参考）
○関連する問題
・平成24年度【小学校】国語Ａ６（72.1％）
（参照）「平成24年度【小学校】解説資料」P.26～P.27
「平成24年度【小学校】報告書」P.134～P.135
学習指導に当たって
読むこととの関連を図り，物語を創作する
○ 物語を創作する上で，物語の表現の特徴とその効果について捉えることは，重要で
ある。そのためには，物語などの文学的な文章を読むことの授業において，描写の工
夫（行動や表情，会話（内言），風景など）の効果を理解することができるように指導
することが大切である。その際，登場人物の心情などについて，直接的に描写されて
いるものだけでなく，暗示的に表現されているものも捉えることができるように指導
することが重要である。
① 行動
（例） 冷え冷えする鉄棒をぎゅっとにぎりしめました。
② 表情
（例） 晴れ晴れとした顔つきで見守っていました。
③ 会話（内言）
（例） 「よし，今度こそ。」
④ 風景
（例） 東の空が真っ赤に燃えて，朝がやってきました。
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物語を創作する
○ 物語を創作する活動においては，低学年の段階から系統的・累積的な指導を行うことが大
切である。
ここでは，各学年の発達段階に応じた事例及び指導の際の留意点を次に示す。
〔第１学年・第２学年〕
想像したことなどを文章に書く言語活動が設定されている。例えば，登場人物を
決め，簡単なお話を書いたり，物語の内容について，書き加えたり，書き換えたり，
続きを書いたりする活動が考えられる。この時期の児童の発達特性を生かし，自由
に空想や想像の世界を膨らませ，創作することの楽しさを味わわせることが大切で
ある。
〔第３学年・第４学年〕
身近なこと，想像したことなどを基に，物語を書く言語活動が設定されている。
物語を創作する際には，主人公やその他の登場人物がそれぞれの役割をもっている
こと，フィクション（虚構）の世界が物語られていること，冒頭部に状況や登場人
物が設定され，事件とその解決が繰り返され発端から結末へと至る事件展開によっ
て構成されていることなどの基本的な特徴を，読むことと関連付けて押さえておく
ことが重要である。
〔第５学年・第６学年〕
経験したこと，想像したことなどを基に，物語を書く言語活動が設定されている。
例えば，経験を基に自分を中心人物に設定した物語を創作したり，写真や絵を基に
想像を広げて物語を創作したりするなどの指導の充実を図ることが大切である。
（参照）
・「言語活動事例集【小学校版】」P.39～P.40
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国語Ａ４ 新聞の投書を読む
出題の趣旨
新聞の投書を読み，表現の仕方を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意
見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
イ 自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ １ １ と解答しているもの 6.8
２ ２ と解答しているもの 2.1
３ ３ と解答しているもの 18.9
４ ４ と解答しているもの 71.9 ◎
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.3
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分析結果と課題
○ 正答率は71.9％である。
○ 解答類型３の反応率は18.9％である。ねこが捨てられていたという事実を自分の意に反す
る具体的な意見であると誤って捉えたものと考えられる。
学習指導に当たって
投書における表現の工夫を捉えながら読む
○ 投書を読むときには，新聞や雑誌などに読者がテーマや身近な問題について考えたり感じ
たりしたことを述べた意見文であるといった投書の特徴を理解することが重要である。また，
投書の書き方や，根拠となる事実や資料の使い方など，書き手の工夫を捉えながら読むこと
ができるようにすることも大切である。そのためには，書き手の意見を効果的に伝えるため
の内容構成や書き出し，文末表現などの表現の工夫を捉えることができるように指導するこ
とが重要である。
書き手の意図を捉え，自分の考えを明確にして書く
○ 投書には，出来事やテーマについて賛成や反対の立場から意見を述べたものもあることか
ら，書き手の意見を捉えた上で，自分の考えを明確にしながら読むことが重要である。その
ためには，書き手の立場に立ち，理由や根拠となる事実を明確にできるように指導すること
が大切である。
具体的な指導としては，複数の投書の中から，興味や関心をもった投書を選び，書き手の
意見や理由，根拠となる事実を明確にした上で自分の考えを書く事例が考えられる。次にそ
の段階的な指導の流れを示す。
〔ステップ１〕
複数の投書の中から，自分が興味や関心をもった投書を選び，書き手の意見の書き
方や根拠の裏付けとなる事実を整理する。
〔ステップ２〕
選んだ投書に対して，賛成する側と反対する側の両者に立って考えた上で，自分は
どちらの側に立つのかを明確にする。
〔ステップ３〕
複数の投書の「意見」と「事実」の書き方を参考にしながら，自分の意見や理由，
根拠となる事実を明確にして書く。
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国語Ａ５ 物語の登場人物の相互関係を捉える
出題の趣旨
物語の登場人物の相互関係を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分
の考えをまとめること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ ア １ アに「オデット」，イに「よし子」，ウに「ジョール」と解答して 65.5 ◎
イ いるもの
ウ ２ アに「オデット」，イに「よし子」と解答しているが，ウに「ジョー
0.8
ル」と解答していないもの
３ アに「オデット」，ウに「ジョール」と解答しているが，イに「よ
0.6
し子」と解答していないもの
４ イに「よし子」，ウに「ジョール」と解答しているが，アに「オデッ
1.8
ト」と解答していないもの
５ アに「オデット」と解答しているが，イに「よし子」，ウに「ジョー
7.0
ル」と解答していないもの
６ イに「よし子」と解答しているが，アに「オデット」，ウに「ジョー
5.2
ル」と解答していないもの
７ ウに「ジョール」と解答しているが，アに「オデット」，イに「よ
8.6
し子」と解答していないもの
９ 上記以外の解答 9.9
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 正答率は65.5％であり，物語の登場人物の相互関係を捉えることに課題がある。
○ 解答類型７の反応率は8.6％，解答類型５の反応率は7.0％である。これは，フランス人の
兄ジョールと妹オデットのそれぞれの状況については捉えているものの，よし子を含む三者
の関係については的確に捉えることができていない。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」では，「物語に登場する人物についての描写や心情，人物
相互の関係を捉えること」に課題があると指摘している。本問では，正答率は65.5％であり，
依然として課題がある。物語を読むときの基本となる登場人物の人物像や相互関係を捉える
指導については今後一層の指導の充実が必要である。
（参考）
○関連する問題
・平成22年度【小学校】国語Ａ３（65.3％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９，P.74～P.75，P.104
「平成22年度【小学校】解説資料」P.16～P.17
「平成22年度【小学校】報告書」P.102～P.104
「平成22年度【小学校】授業アイディア例」P.１
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学習指導に当たって
登場人物の人物像や相互関係を捉える
○ 物語などの文学的な文章は，登場人物の人物像を捉え，相互関係を明確にしながら読むこ
とが重要である。そのためには，中心人物を押さえ，その人物と周囲の主な登場人物につい
て，行動や会話文，情景描写などに着目しながら，それぞれの人物像が分かる言葉をカード
に書き出し，整理するなどの指導が考えられる。その際，その中心人物を取り巻く登場人物
がその中心人物をどのように見ているのか，物語の進行に伴ってどのように変化していくの
かに着目できるようにすることが大切である。
具体的な指導としては，「家族」や「同級生」のように，物語を設定する上での実体的な
関係や，「仲間」や「好敵手」のような構造的な関係について，カードを並べ換えたり，関
係図に表したりすることが考えられる。
次は，本問の登場人物について，関係図に表したものである。
・両の手を顔に当てて後ろを向いた。
問題文の中には，
この関係についての
記述はない。
・「 、ずるい。」
・「オデット、おいで。」不興気に言った。
※出典等
・監修者 樺島忠夫／宮地裕／渡辺実 著者 志賀直哉ほか『【光村ライブラリー第十四巻】
木龍うるしほか』（2002年３月 光村図書出版株式会社）による。
よ
し
子
・気の毒そうに
・「そんなら、いいわ。私、おにになるわ。」
・「いいことよ、私がおにになるから。
早くおにげなさい。
ね、早くおにげなさい。～」
かばう
責める
たよる
妹兄
うらむ
・「ジョールはうそ。いやだわ、私。」
・まゆ根を寄せ、かたに付くほど首をかた
むけ、後ろ手に門の戸をすって横歩きし
ながら、泣きだしそうな顔をした。
・「オデットだ。」きっぱり言い切った。
・兄さんは、妹をにらんだ。
次のおにに代わろうとする
はじめのおに
次のおにに指名される
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国語Ａ６ 適切な表現にして書く
出題の趣旨
文や文章の構成を理解し，適切な表現にして書くことができるかどうかをみる。
設問一
趣旨
複数の事柄を並列の関係で書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
オ 表現の効果などについて確かめたり工夫したりすること。
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項
(ｷ) 文や文章にはいろいろな構成があることについて理解すること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
６ 一 １ 「テレビを見たり、音楽を聞いたりしました。」などと解答して 75.0 ◎
いるもの
９ 上記以外の解答 19.4
０ 無解答 5.6
分析結果と課題
○ 正答率は75.0％である。
○ 解答類型９の反応率は19.4％である。この中には，「テレビや音楽を聞いたりしました。」
のように「～たり、…たり」という形にしていないものや，「テレビを見て、音楽を聞きま
した。」のように「たり」を使っていないものがあった。このように解答した児童は，設問
で指示されている「『～たり、…たり』という表現を使って書き直しましょう」という内容
を的確に捉えることができなかったものと考えられる。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」では，「複数の内容を含む文を分析的・統合的に理解す
ること」に，また，平成25年度【小学校】国語Ａ３設問二では，「複数の内容を含む文につ
いて，主語と述語との関係や接続語の役割を押さえながら文を分析的に捉えること」に課題
があると指摘している。本設問では正答率は75.0％であることから，今回の調査を見る限り，
「～たり、…たり」の表現形式に即して書くことについては良好である。
今回の出題形式のように，「～たり」が複数の内容を並べるときに使う言葉であるという
知識を与えた上で，指定する箇所について「～たり、…たり」という表現形式にすることを
具体的に示すことによって適切な表現に書き直すことができるものと考えられる。
設問二
趣旨
仮定の表現として，適切なものを捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
オ 表現の効果などについて確かめたり工夫したりすること。
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項
(ｷ) 文や文章にはいろいろな構成があることについて理解すること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
６ 二 １ １・４・５と解答しているもの（順不同） 83.2 ◎
２ １・４と解答しているが，５と解答していないもの 5.3
３ １・５と解答しているが，４と解答していないもの 4.0
４ ４・５と解答しているが，１と解答していないもの 2.6
５ １と解答しているが，４・５と解答していないもの 0.5
６ ４と解答しているが，１・５と解答していないもの 0.7
７ ５と解答しているが，１・４と解答していないもの 1.0
９ 上記以外の解答 0.7
０ 無解答 1.9
分析結果と課題
○ 正答率は83.2％であり，相当数の児童ができている。
（参考）
○関連する問題
・平成20年度【小学校】国語Ａ３（34.0％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.12～P.13，P.88～P.89
「平成20年度【小学校】解説資料」P.18～P.19
「平成20年度【小学校】報告書」P.148～P.149
・平成21年度【小学校】国語Ａ８（15.0％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.12～P.13，P.90～P.91，P.110
「平成21年度【小学校】解説資料」P.28～P.29
「平成21年度【小学校】報告書」P.187～P.189
「平成21年度【小学校】授業アイディア例」P.１
・平成22年度【小学校】国語Ａ４（60.6％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.12～P.13，P.92～P.93，P.111
「平成22年度【小学校】解説資料」P.18～P.19
「平成22年度【小学校】報告書」P.105～P.107
「平成22年度【小学校】授業アイディア例」P.２
・平成23年度【小学校】国語Ａ５
（参照）「平成23年度【小学校】解説資料」P.20～P.21
・平成24年度【小学校】国語Ａ７（43.7％）
（参照）「平成24年度【小学校】解説資料」P.28～P.31
「平成24年度【小学校】報告書」P.136～P.138
「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.２
・平成25年度【小学校】国語Ａ３ 二(1)（23.6％）
（参照）「平成25年度【小学校】解説資料」P.22～P.24
「平成25年度【小学校】報告書」P.32～P.35
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.７～P.８
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学習指導に当たって
文や文章を論理的に整えて書く
○ 文や文章の構成を整えて書くためには，語句と語句との係り方や照応の仕方に気付き，文
と文とのつながりの明確さを意識することが重要である。そのためには，語句の意味を正し
く捉えることや，接続語の役割について理解することができるように指導することが大切で
ある。
具体的には，次のような各学年の発達段階を踏まえた指導が考えられる。
〔第１学年・第２学年〕
語句と語句との係り方を確実に指導し，語句の意味を正しく捉え，表現すること
ができるようにする必要がある。例えば，複数の事柄を並列で話したり，書いたり
するときには，「と」，「や」，「～たり，…たり」という表現を使い，仮定表現のと
きには，「～ば」，「～なら」，「～たら」というような語句を正しく使うことができ
るように指導することが考えられる。
〔第３学年・第４学年〕
文と文とのつながりの明確さを意識し，接続語の役割について理解したり，使っ
たりすることができるようにする必要がある。例えば，複数の事柄を並列でつなぐ
ときには，「また」，「さらに」，「しかも」といった接続語を使い，仮定表現のとき
には，「もし」，「仮に」というような語句を正しく使うことができるように指導す
ることが考えられる。
〔第５学年・第６学年〕
語句と語句との係り方や照応に気付き，いろいろな文の構成があることについて
理解できるようにする必要がある。例えば，単文・重文・複文に分けたり，性質や
機能からみて，平叙文，並列や仮定，呼びかけや疑問，応答を表す文，推定や伝聞
を表す文，感動や感嘆を表す文に分けたりすることなどが考えられる。特に，重文
や複文などの指導については，二つ以上の内容を必要に応じて一つの文に書き換え
たり，二つ以上の内容が含まれた一文を内容ごとに複文に分けて書いたりするなど，
言語を操作する指導も大切である。
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国語Ａ７ 情報を関係付ける
出題の趣旨
話合いの観点に基づいて情報を関係付けることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 考えたことや伝えたいことなどから話題を決め，収集した知識や情報を関係付け
ること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
７ １ １ と解答しているもの 5.3
２ ２ と解答しているもの 72.5 ◎
３ ３ と解答しているもの 17.9
４ ４ と解答しているもの 2.3
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 2.1
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分析結果と課題
○ 正答率は72.5％である。
○ 解答類型３の反応率は17.9％である。これは，図の中の縦軸に示されている，苦手な人が
いるかいないかについての観点にのみ注目しており，横軸に示されている，ふれ合える人の
多さについての観点との関係には着目できていないものと考えられる。
学習指導に当たって
観点に基づき，情報を関係付ける
○ 話合いを行う際，目的や意図を明確にした上で観点を設定すること，その観点に沿って意
見を整理していくことなどが重要である。そのためには，まず必要と考える様々な観点を出
し合う中から，目的や意図に応じた適切な観点を選択することが大切である。それから，出
された観点と意見とを関係付けるために図で分類したり，表にまとめたりすることができる
ように指導することが重要である。
具体的には，次のページのような段階的な指導が考えられる。
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〔ステップ１〕 観点を設定する
観点を設定する場面は，各自が意見を考える前と，出された意見を基に集団で
協議する時とが考えられる。
どちらの場面においても，話題や目的，意図に応じて児童が様々な観点を考え
られること，また，それらの観点の中から集団の実態に応じて取捨選択し，適切
なものを設定できるようにすることが重要である。
（観点の例：本問「みんなで遊ぶ日の遊びを見直そう」）
・苦手な人がいないか
・多くの人とふれ合えるか
・室内でできるか
・安全性はどうか
・みんながルールを知っているか など
〔ステップ２〕 図や表を使って分類・整理をする
観点と意見とを関係付けながら分類し整理するためには，図や表などを使うと効果的である。
次は，レーダーチャート型とランキング型の例である。これらの図や表は，国語科の学習のみ
ならず，各教科等の話合いにおいても活用できる。
≪例：レーダーチャート型≫ ≪例：ランキング型≫
（参照）
・「言語活動事例集【小学校版】」P.213～P.214
・「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」P.35
意見２ 「かくれんぼ」
意見１ 「おにごっこ」
観点Ａ 観点Ｂ
観点Ｆ 観点Ｃ
観点Ｅ 観点Ｄ
・各観点のランキングに複数回入ってい
る意見を取り上げるとよい。
・各意見を複数の観点で点数化し，多角形の形
や大きさで判断するとよい。
観点Ａから考えられる上位三つ
観点Ｂから考えられる上位三つ
観点Ｃから考えられる上位三つ
１位 ※必ずしも１位から
２位 ３位とならずに，
３位 「上位三つ」とい
う場合もある。
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国語Ａ８ 国語辞典を使って調べる
出題の趣旨
国語辞典を使って，言葉の意味と使い方を理解することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項
(ｶ) 表現したり理解したりするために必要な文字や語句について，辞書を利用
して調べる方法を理解し，調べる習慣を付けること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
８ １ １ と解答しているもの 10.2
２ ２ と解答しているもの 7.6
３ ３ と解答しているもの 5.0
４ ４ と解答しているもの 74.5 ◎
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 2.6
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分析結果と課題
○ 正答率は74.5％である。
○ 解答類型１の反応率は10.2％である。これは，【文章の一部】にある「運動をする機会」
を運動する時間と誤って捉えたものと考えられる。
解答類型２の反応率は7.6％である。これは，体育の授業という言葉から体力測定などの
言葉を連想して誤ったものと考えられる。
（参考）
○関連する問題
・平成20年度【小学校】国語Ａ４（53.4％）
（参照）「平成20年度【小学校】解説資料」P.20～P.21
「平成20年度【小学校】報告書」P.150～P.151
・平成22年度【小学校】国語Ａ７（81.5％）
（参照）「平成22年度【小学校】解説資料」P.24～P.25
「平成22年度【小学校】報告書」P.113～P.115
・平成23年度【小学校】国語Ａ８
（参照）「平成23年度【小学校】解説資料」P.28～P.29
学習指導に当たって
国語辞典を使って調べる習慣を付ける
○ 辞書を利用して調べる習慣を付けることは，中学年の指導事項である。国語科の学習のみ
ならず，各教科等の学習や日常生活においても，国語辞典を使って言葉の意味や使い方など
を調べる習慣を付け，言葉についての関心を高めることが重要である。そのためには，辞書
の仕組みや使い方など国語辞典の特徴を理解することが大切である。
具体的な指導としては，実際に調べた言葉に付箋を貼ったり，他の辞書の用例を付け加え
たりして，自分なりに使いやすい辞書へと手を加えていくことが大切である。とりわけ，い
つでも国語辞典を手に取ることができるような言語環境を整えておく必要がある。
言葉の意味を理解し，適切に使い分ける
○ 言葉の意味を知っているだけではなく，実際の場面や文脈に合わせて言葉を適切に使い分
けられるようにすることが重要である。そのためには，多義語や同音異義語などの意味や使
い方の紛らわしい言葉を取り上げ，適切な言葉の使い分けができるように指導する必要があ
る。
具体的な指導としては，例えば複数の国語辞典や教科書等から用例を集めて「言葉の使い
分け辞典」を作成してまとめるなど，文脈に応じて適切な言葉の使い分けができるように多
くの用例を知り，語感や言葉の使い方を意識させるようにすることが大切である。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（３）小学校 国語Ｂ
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国語Ｂ１ 立場や意図をはっきりさせながら討論する＜卒業文集＞
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出題の趣旨
目的や意図に応じて，計画的に討論することができるかどうかをみる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 調べたことやまとめたことについて，討論などをすること。
設問一
趣旨
目的に応じて，話合いの観点を整理することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 一 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 二人の発言に共通する言葉を使い，以下の内容をまとめて書いてい
る。
a 作業
b 取り組みやすい
② 12字以内で書いている。
（正答例）
・ 作業への取り組みやすさ（11字）
・ 作業への取り組み（８字）
１ 条件① a，b の両方と，条件②を満たしているもの 34.7 ◎
２ 条件① a または b のいずれか一方と，条件②を満たしているもの 30.6 ○
３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの 0.0
９ 上記以外の解答 26.8
０ 無解答 7.8
正答率 65.4
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分析結果と課題
○ 正答率は65.4％である。司会として話合いの観点を整理することに課題があり，指導の充
実が求められる。
○ 解答類型９の反応率は26.8％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・ パソコンか手書きかの立場（12字）
・ パソコンと手書き（8字）
このように解答した児童は，本問の前提である，「パソコン」と「手書き」という立場に
分かれての討論会であることと話合いの観点とを混同している。これは，二人の発言に共通
する観点を捉えて書くことができていない。
（誤答例）
・ 書き直すことができるか（11字）
・ 自分のペースで進められる（12字）
このように解答した児童は，二人の発言のそれぞれ一部を取り上げているだけで，二人の
発言に共通する言葉を使って書くことができていない。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」では，「司会者として発言された提案や意見を整理し要約しな
がら話合いを進めること」に課題があると指摘している。本設問では，正答率が65.4％であっ
たことから，依然として課題があると考えられる。
今後は，司会として話合いの観点を整理しながら話合いを進行していくことができるよう
な具体的な指導の充実が必要である。
（参考）
○関連する問題
・平成19年度【小学校】国語Ｂ１一（63.1％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.４～P.５，P.50～P.51
「平成19年度【小学校】解説資料」P.36～P.39
「平成19年度【小学校】報告書」P.114～P.115
・平成23年度【小学校】国語Ｂ１二(1)
（参照）「平成23年度【小学校】解説資料」P.37～P.38，P.40
「平成23年度【小学校】授業アイディア例」P.３
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学習指導に当たって
司会の役割を理解し，立場や意図を捉えながら話合いの観点を整理する
○ 目的や意図に応じて計画的に話し合うために，司会は重要な役割をもつ。特に，話し手
の発言を受け止め，適切な観点を明確にしていくことが重要である。そのために司会には，
まず発言内容をよく聞き，考えの中心となることを捉えることができるように指導するこ
とが大切である。さらに，複数の発言内容を聞き分け，考えの立場や見解を分類・整理す
るなどして，適切な観点を設定できるように指導することも大切である。各教科等との関
連も図りながら，全員が司会の役割を経験する機会を設けるなどして，具体的に指導する
ことが重要である。
ここでは，司会が話合いの観点を明確にしていく手順と，その手順に応じた司会の内言
について本問に即してまとめた例を次に示す。
〔ステップ１〕
発言内容をよく聞き，考えの中心となることを捉える。
≪司会の内言（例）≫
→丸山さんはパソコンの立場だな。その理由は，何度も簡単に書き直すことがで
きるので，作業に取り組みやすいと考えているようだ。
→大野さんもパソコンの立場だな。その理由は，記念に残すために文字の形や大
きさをそろえて読みやすくしようという考えのようだ。
〔ステップ２〕
複数の発言内容を聞き分け，考えの立場や見解を分類したり，整理したりする。
≪司会の内言（例）≫
→関口さんは手書きの立場だな。その理由は，文字をそのまま残すことが記念に
残ると考えているようだ。
あれ，記念に残るという考え方が大野さんとは違っているな。
→平川さんも手書きの立場だな。その理由は，自分のペースで作業を進めること
ができるので，取り組みやすいと考えているようだ。
あれ，作業への取り組みやすさという考え方が丸山さんとは違っているな。
※本問では，「パソコン」と「手書き」の両方の立場から，それぞれ二人が発言し
ているが，共感する意見や異なった意見を広く求める場合も考えられる。
〔ステップ３〕
分類・整理した内容を踏まえて，話合いの観点を示す。
≪司会の内言（例）≫
→立場は違っても共通する観点から意見を述べている。「作業への取り組みやす
さ」と「記念に残る卒業文集のあり方」の二つに整理できそうかな。これらを
みんなに示して，話合いを進めていこう。（問題文の司会の文言に続く）
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設問二
趣旨
質問の意図を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 二 １ １ と解答しているもの 7.3
２ ２ と解答しているもの 20.4
３ ３ と解答しているもの 60.3 ◎
４ ４ と解答しているもの 8.4
９ 上記以外の解答 0.2
０ 無解答 3.5
分析結果と課題
○ 本設問は，平成24年度【小学校】国語Ａ２（正答率65.5％）と類似の問題である。正答率
は60.3％であり，質問の意図を捉えることに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は20.4％である。これは，質問者の林さんが置かれている，パソコン
の操作が得意ではないという状況を理解してほしいという意図が，選択肢２の「理解されて
いるかどうか」という内容と結び付いたものと考えられる。
（参考）
○関連する問題
・平成20年度【小学校】国語Ｂ１一（76.7％）
（参照）「平成20年度【小学校】解説資料」P.34～P.35，P.37
「平成20年度【小学校】報告書」P.162～P.163
・平成22年度【小学校】国語Ｂ３三（70.1％）
（参照）「平成22年度【小学校】解説資料」P.46～P.47
「平成22年度【小学校】報告書」P.134～P.135
「平成22年度【小学校】授業アイディア例」P.４
・平成24年度【小学校】国語Ａ２（65.5％）
（参照）「平成24年度【小学校】解説資料」P.14～P.16
「平成24年度【小学校】報告書」P.124～P.126
「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.１
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学習指導に当たって
目的に応じて適切な質問をする
○ 話合いを計画的に進め，一定の結論に導いていくためには，互いの立場や意図を明確にし
て質問をし合うことが重要である。そのためには，多様な質問の観点とそれに基づく話型を
具体的に指導することが有効である。
ここでは，本設問の選択肢に合わせた質問の話型の例を次に示す。
◆ 選択肢１：相手の主張の内容と自分の主張の内容との共通点や相違点を知ろうと
する質問
（例） 私は，～について…と考えています。A さんの考えと同じ（違う）とこ
ろは○○という点です。そのように捉えていますが，どうでしょうか。
◆ 選択肢２：相手の主張に対する自分の考えについて感想などを求めようとする質問
（例） ○○さんの考えについて，私は，～と考えました。このような私の考え
についてどう思いますか。
◆ 選択肢３：相手の主張の中で述べられていないことを詳しく聞き出そうとする質問
（例） ～についての意見はありましたが，～についてはどのように考えますか。
◆ 選択肢４：相手の主張の中に理由が述べられていないことを明らかにしようとす
る質問
（例） Ａさんは「…」と言いましたが，そう考えた理由は，どのようなことで
すか。どのような点から（どうして）そう思ったのですか。
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設問三
趣旨
立場を明確にして，質問や意見を述べることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 手書きの立場に立って質問，意見のどちらかを選択した上で，そ
の内容を書いている。
② 大野さん➋の発言の中の言葉を「 」を使い，25字以内で引用して
書いている。
③ 書き出しの文に続けて，80字以上，100字以内で書いている。
（正答例）
・ （大野さんの発言に対して）質問（があります。）「去年の卒業文
集には読みにくいところがありました」と言いましたが、どの部分
が読みにくかったのですか。また、文字以外に読みにくいところは
ありましたか。（94字）
・ （大野さんの発言に対して）意見（があります。）パソコンであ
れば、「文字の形や大きさがそろう」と言いましたが、手書きでも
原こう用紙のますに合わせてていねいに書けば、読みやすい文集に
なると思います。（94字）
１ 条件①，②，③を満たしてるもの 28.4 ◎
２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの 2.4
３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの
55.7
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
４ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの
0.7
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 7.9
０ 無解答 4.9
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分析結果と課題
○ 正答率は28.4％である。相手の発言を引用して質問や意見を述べることに課題があり，指
導の充実が求められる。
正答の条件①である，「手書きの立場に立って質問，意見のどちらかを選択した上で，そ
の内容を書いている」に関しては，86.5％（解答類型１・２・３）がその内容を満たした解
答である。
○ 解答類型３の反応率は55.7％である。主な誤答は，条件②を満たしていないもので，適切
に引用して書いていないものである。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例①）
・ 大野さんの発言に対して意見があります。読みやすさも大事だけど、手書きの字
にその人の個性が表れ、もう一度見たときに、学級のみんなを思い出し、なつかし
むことができると思います。（86字）
このように解答した児童は，大野さん➋の発言の中の言葉を，引用して書くことができて
いない。
（誤答例②）
・ 大野さんの発言に対して意見があります。「パソコンで見やすくする」とありま
したが手書きでもますがある紙に書けば、読みやすく、きれいに書けるのではない
かと考えましたがどうですか。（87字）
このように解答した児童は，「 」を使って書いているものの，その内容が大野さん➋の
発言の言葉を引用して書くことができていない。
（誤答例③）
・ 大野さんの発言に対して意見があります。手書きだった去年の卒業文集には読み
にくいところがありましたと言っていましたが、全員が読みにくいとは限らないと
思うので手書きがいいと思います。（89字）
このように解答した児童は，大野さん➋の発言の中の言葉を書き抜いているものの，「 」
を使って引用して書くことができていない。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」では，立場や根拠を明確にして話し合うことに課題があ
ると指摘している。本設問では，正答率は28.4％であったことから，依然として課題がある
と考えられる。ただ，条件①を満たしている解答が相当数あることから，一定の立場に立っ
て話し合うことに対する理解は進んでいるものと考えられる。
今後は，根拠を明確にして話し合うことについての改善が必要である。本設問における根
拠は，相手の発言であると捉えることができる。相手の発言内容を引用して示すことは，質
問や意見の根拠の一部になる。
話合いの指導においては，学習指導要領〔第５学年及び第６学年〕「Ａ 話すこと・聞く
こと エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめる
こと。」を踏まえ，より主体的な聞き手を育てることができるような指導の充実が必要であ
る。
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（参考）
○関連する問題
・平成21年度【小学校】国語Ｂ２二（25.9％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.４～P.５，P.54～P.55，P.97
「平成21年度【小学校】解説資料」P.40～P.41
「平成21年度【小学校】報告書」P.201～P.203
「平成21年度【小学校】授業アイディア例」P.３
・平成24年度【小学校】国語Ｂ２二（52.9％）
（参照）「平成24年度【小学校】解説資料」P.46～P.48，P.50～P.51
「平成24年度【小学校】報告書」P.156～P.157，P.160～P.161
「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
学習指導に当たって
互いの立場や意見を踏まえた上で，質問や意見を述べる
○ 討論においては，課題解決のために互いの立場や意見を踏まえた上で，質問や意見を述べ
ることが重要である。そのためには，話し手の意図を捉えながら聞き，自分の考えとの共通
点や相違点を明確にして聞くことが大切である。
具体的な指導としては，話し手の発言内容の中から，中心となる考え，理由や根拠などを，
短い言葉で要約してメモなどに書き留めるような指導が有効である。
ここでは，本問における，大野さんの発言内容に対するメモの例を次に示す。
＜話し手（パソコンの立場）の発言内容＞ ＜聞き手（手書きの立場）のメモ＞
「去年の卒業文集には読みにくいとこ
どの部分が読みにくかったのだろう。
ろがありました。」
「文字の形や大きさがそろうので、読
手書きでも原こう用紙のますに合わせ
みやすくなります。」
てていねいに書けば，読みやすい文集
になるのではないだろうか。
「記念に残る卒業文集なので、読みや 自分が書いた文字を残した方が卒業記
すくつくるべきだと考えます。」 念に残ると思う。
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○ 引用することは，自分の考えの根拠を明確にしたり，具体的な例を示したりする際に，本
や文章，話の内容などから必要な語句や文を抜き出して，自分の表現に取り入れることであ
る。学習指導要領〔第３学年及び第４学年〕「C 読むこと エ 目的や必要に応じて，文
章の要点や細かい点に注意しながら読み，文章などを引用したり要約したりすること。」，〔第
５学年及び第６学年〕「B 書くこと エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，
自分の考えが伝わるように書くこと。」とあるように，自らの論理展開を円滑にするために，
適切に引用することができるよう領域を関連付けて指導することが重要である。
具体的な指導としては，原文や話の内容を正確に引用することや，引用する部分と自分の
考えとの関係などを明確にすることなどが大切である。また，書く際には，引用する部分を
かぎ（「 」）で括ることや，引用した文章等の出典について明記すること，引用する部分
が適切な量になることなどについて，具体的に指導することが大切である。
（参照）
・「言語活動事例集【小学校版】」P.57～P.58
・「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校国語】」P.48
・「今、求められる力を育てる総合的な学習の時間の展開」P.44
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国語Ｂ２ 科学に関する本や文章などを効果的に読む＜動物の鼻＞
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出題の趣旨
科学に関する本や文章を効果的に読み，分かったことや疑問に思ったことを関係付け
ながらまとめて書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
イ 自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用すること。
設問一
趣旨
付箋に書かれた内容を関係付けながら，最初にもった疑問を捉えることができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意
見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 一 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 次の a ～ c のうち，一つ以上の内容を取り上げている。
a 「（ゾウの鼻は）どうして長いのか。」（理由）
b 「（ゾウの鼻は）どのようにして長くなったのか。」（経緯）
c 「長い鼻を使うことでどのようなことができるのか。」（役目）
② 15字以上，40字以内で書いている。
（正答例）
・ ゾウの鼻はどうして長いのか、また、長い鼻を使うことでどのよう
なことができるのか。（40字）
・ ゾウの鼻はどうして長いのか、また、どのようにして長くなったのか。
（32字）
・ ゾウの鼻はどのようにして長くなったのか、また、鼻の役目は何か。
（31字）
・ ゾウの鼻が長い理由と鼻の役目は何か。（18字）
・ ゾウの鼻はどうして長いのだろうか。（17字）
・ ゾウの鼻はどうして長くなったのか。（17字）
・ ゾウは長い鼻を使うことで、どのようなことができるのか。（27字）
１ 条件①，②を満たしているもの 72.0 ◎
２ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの 1.1
９ 上記以外の解答 18.7
０ 無解答 8.2
分析結果と課題
○ 正答率は72.0％である。
○ 解答類型９の反応率は18.7％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例①）
・ カバやブタは、鼻を使って何ができるのか。（20字）
このように解答した児童は，【原田さんのふせん】には着目できているものの，付箋④の
内容を基にしており，付箋①から③までの内容を基にして書くことができていない。
（誤答例②）
・ においを感じ取ることにすぐれた動物はどのような動物か。（27字）
このように解答した児童は，【野口さんのふせん】を基にしており，【原田さんのふせん】
を基に書くことができていない。
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（参考）
○関連する問題
・平成19年度【小学校】国語Ｂ２一（61.0％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11，P.76～P.77
「平成19年度【小学校】解説資料」P.40～P.42，P.45
「平成19年度【小学校】報告書」P.117～P.118
・平成20年度【小学校】国語Ｂ３一（39.4％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11，P.82～P.83
「平成20年度【小学校】解説資料」P.44～P.46，P.48
「平成20年度【小学校】報告書」P.169～P.170
学習指導に当たって
疑問に思ったことなどについて情報を取り出し，関係付けて読む
○ 目的や課題に応じて科学に関する本や文章などを効果的に読むためには，必要な情報を的
確に取り出し，それらを関係付けることが重要である。そのためには，目的や課題に応じて
科学に関する本や文章などを選び，それらが目的の達成や課題の解決に十分に適しているか，
あるいは書かれている内容はどの程度詳しく書かれているかなどについて概観しながら読む
ことが大切である。一冊の本や一編の文章で不十分であれば，複数の本や文章を探すことも
必要となる。その上で，必要な情報を付箋などを用いて取り出し，内容を分類したり関係付
けたりして整理する指導の充実を図ることが重要である。
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設問二
趣旨
分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関係付けながらまとめて書くことが
できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見な
どとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① ふせん➌の内容について， 部の二文を一文にし，以下の内容
を取り上げている。
a 水場や食べ物をさがすことができる。
＊「水場」，「食べ物」のいずれか一方のみを取り上げているもの
も含む。
b 仲間を見つけることができる。
② ふせん➍の内容について，「例えば」という言葉を使って書いて
いる。
③ 書き出しの言葉に続けて，100字以上，120字以内で書いている。
（正答例）
・ （「すぐれた鼻を使うことで、」以下，この書き出しの言葉は省略
する。）水場や食べ物をさがすことや、仲間を見つけることもでき
る。調べていくうちに新たなぎ問も出た。においを感じ取ることに
すぐれた動物とはどのような動物かということだ。例えば、イヌは
どれくらい先のにおいを感じ取るのか調べたい。（120字）
１ 条件①，②，③を満たしているもの 27.1 ◎
２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの 1.5
３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの
11.7
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
４ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの
12.0
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 40.3
０ 無解答 7.4
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分析結果と課題
○ 正答率は27.1％である。分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関係付けな
がらまとめて書くことに課題があり，指導の充実が求められる。
○ 解答類型４の反応率は12.0％，解答類型３の反応率は11.7％である。解答に必要な条件と
なる，「二文を一文にすること」及び「『例えば』という言葉を使って書く」を満たしてい
ないものである。具体的な例としては，以下のようなものがある。
＜解答類型４の誤答例＞
（誤答例①）
・ （「すぐれた鼻を使うことで、」以下,この書き出しの言葉は省略する。）
水場や食べ物をさがすこともできます。また、においを感じ取ることで仲間を見
つけることもできます。調べていくうちに新たなぎ問も出た。においを感じ取るこ
とにすぐれた動物はどのような動物か。例えばイヌはどれだけ感じ取るのか。
（120字）
このように解答した児童は，「例えば」を用いてまとめることはできているものの，解答
の前半部分について本文をそのまま書き写しており，【野口さんのふせん】➌の内容につい
て二文を一文にすることができていない。
（誤答例②）
・ 二、三キロメートル先のにおいをかぎ分けるとも言われている。調べていくうち
に新たなぎ問も出た。においを感じ取ることにすぐれた動物は何かということだ。
例えばイヌはどれくらい先のにおいを感じ取れるか調べてみたい。（115字）
このように解答した児童は，解答の前半部分について，【野口さんのふせん】➋の内容を
基にしており，➌の内容について二文を一文にすることができていない。
＜解答類型３の誤答例＞
（誤答例①）
・ 水場や食べ物をさがすことができ、においのちがいで仲間を見つけることもでき
る。このように調べていくうちに新たなぎ問も出てきた。においを感じ取るのにす
ぐれた動物はいるのか。イヌはどれくらい先のにおいを感じ取るのか。（117字）
このように解答した児童は，解答の前半部分について，二文を一文にすることはできてい
るものの，後半部分については「例えば」を使って書くことができていない。
（誤答例②）
・ 水場や食べ物を見つけたり、仲間のにおいをかぎ分けて見つけたりできる。例え
ば食べ物をつかんで口に物を運んだり、水をすいあげて飲んだりする。また、鼻を
シャワーにしたり、鼻をからませてあいさつしたりすることが分かった。（118字）
このように解答した児童は，解答の前半部分について，二文を一文にすることはできてい
るものの，「例えば」の後に続く内容として，【原田さんのふせん】②と③を基にしており，
【野口さんのふせん】をまとめて書くことができていない。
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○ 解答類型９の反応率は，40.3％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
(誤答例①)
・ （「すぐれた鼻を使うことで、」以下,この書き出しの言葉は省略する。）
水場や食べ物をさがすこともできる。また、においのちがいで仲間を見つけるこ
ともできる。その他にも生活面で役に立つ。例えば、それを使って水をすいあげた
り、水遊びをしたりできる。（98字）
このように解答した児童は，解答の前半部分について，二文を一文にすることができてい
ない。また，「例えば」の後に続く内容として，【原田さんのふせん】③を基にしており，【野
口さんのふせん】をまとめて書くことができていない。
（誤答例②）
・ 水場や食べ物をさがすことができる。また、においのちがいで仲間を見つけるこ
ともできる。ぎ問に思ったことは、においを感じ取ることにすぐれた動物はどのよ
うな動物か。イヌはどれくらい先のにおいを感じ取れるのか。（113字）
このように解答した児童は，解答の前半部分について，二文を一文にすることができてい
ない。また，【野口さんのふせん】➍に着目できているものの，「例えば」を使って書くこ
とができていない。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「目的に応じて必要となる情報を取り出し，
それらを関係付けて読むこと」に課題があると指摘している。本設問では，正答率は27.1％
であったことから，依然として課題があると考えられる。
本設問は，無解答率が7.4％である。記述することに対する抵抗はある程度減少している
ものと考えられる。
今回の設問形式として，記述の際のモデルを示す工夫をした。このことは，記述の内容や
仕方についての具体的な指導のポイントとなる。今後は，取り出した複数の情報を関係付け
る手順や方法について丁寧な指導が必要である。
（参考）
○関連する問題
・平成20年度【小学校】国語Ｂ２三（45.3％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11，P.80～P.81
「平成20年度【小学校】解説資料」P.42～P.43
「平成20年度【小学校】報告書」P.168
・平成22年度【小学校】国語Ｂ４（65.7％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11，P.84～P.86，P.106
「平成22年度【小学校】解説資料」P.48～P.50
「平成22年度【小学校】報告書」P.136～P.139
「平成22年度【小学校】授業アイディア例」P.５
・平成25年度【小学校】国語Ｂ２三（17.9％）
（参照）「平成25年度【小学校】解説資料」P.46～P.49
「平成25年度【小学校】報告書」P.60～P.64
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
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学習指導に当たって
分かったことや疑問に思ったことを，条件に応じてまとまった文章にして書く
○ 必要な情報を取り出し，分類したり関係付けたりした上で全体を通して分かったことや考
えたことを一定のまとまった文章にして書くことが重要である。その際，構成や記述などに
ついて，条件を示すことは有効である。
ここでは，本設問の条件である，「二文を一文にして書くこと」及び「『例えば』という
言葉を使って書くこと」に応じて書く際の具体的な指導の仕方について次に示す。
〔条件１〕二文を一文にして書く 〔条件２〕「例えば」という言葉を使って書く
１ 設問の該当箇所を確認する。 １ 解答の参考となる【原田さんのまとめ】
における「例えば」の箇所を確認する。
すぐれた鼻を使うことで、水場や食べ物
をさがすこともできます。また、においの 鼻の短い動物の鼻の役目は何かという
ちがいで仲間を見つけることもできます。 ことだ。例えば、カバやブタは、鼻を使っ
て何ができるのか調べたい。
２ 接続語「また」をどのような言葉に置き
換えることができるか挙げてみる。
２ 上記の二文が付箋の中にどのように書か
①「～たり、…たり」 ②「～や」 れているかを説明する。
③「～も、…も」 ④「～こと、…こと」 ※カバやブタが，新たな疑問の具体例とし
て書かれていることを確認する。
３ 上記①から④の言葉を使って，二文を一 ３ ２を踏まえ,【野口さんのふせん】➍を
文にする。 「例えば」を使って書く。
① すぐれた鼻を使うことで、水場や食べ においを感じ取ることにすぐれた動物
物をさがしたり、においのちがいで仲間 とはどのような動物かということだ。例
を見つけたりすることができます。 えば、イヌはどれくらい先のにおいを感
じ取るのか調べたい。
② すぐれた鼻を使うことで、水場や食べ
物をさがすことや、においのちがいで仲
間を見つけることができます。
③ すぐれた鼻を使うことで、水場や食べ
物をさがすことも、においのちがいで仲
間を見つけることもできます。
④ すぐれた鼻を使うことで、水場や食べ
物をさがすこと、においのちがいで仲間
を見つけることができます。
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設問三
趣旨
課題を解決するために，目次や索引を活用して，本を効果的に読むことができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
イ 目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 三 １ 目次に「68」ページ，さくいんに「69」ページ，「71」ページと
66.2 ◎
解答しているもの
２ さくいんに「69」ページ，「71」ページと解答しているが，目次
2.4
に「68」ページと解答していないもの
３ 目次に「68」ページと解答しているが，さくいんに「69」ペー
12.2
ジ,「71」ページと解答していないもの
９ 上記以外の解答 14.9
０ 無解答 4.3
分析結果と課題
○ 正答率は66.2％であり，課題を解決するために，目次や索引を活用して，本を効果的に読
むことに課題がある。
○ 解答類型３の反応率は12.2％である。目次において「鼻」に着目することはできているも
のの，さくいんにおいて「カバ」と「ブタ」に着目できていないものと考えられる。
○ 解答類型９の反応率は14.9％である。
（参考）
○関連する問題
・平成19年度【小学校】国語Ｂ４一（63.0％）
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11，P.78～P.79
「平成19年度【小学校】解説資料」P.49～P.50
「平成19年度【小学校】報告書」P.125
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学習指導に当たって
調べ学習に関連する本や文章を効果的に読む
○ 調べ学習を行う際，関連する様々な本や文章を併せて読むことが重要である。そのために
は，課題に対する解答や結果の予想を立て，どのような方法で必要な情報を収集するとよい
かなど，解決のための見通しをもって本や文章を探して読むことが大切である。
具体的には，学校図書館などを活用した本の配置や種類についての知識，目的に合わせた
本の選び方（事典，図鑑，年鑑，科学に関する本や文章など），目次や索引，百科事典の背
表紙の使い方，資料として活用したい内容の取り上げ方（必要な文や語句の書き抜き，要約，
引用，付箋を貼る，メモを取る）など，発達段階に応じて本や文章の活用の仕方を身に付け
ることができるように指導することが重要である。
ここでは，中学年以上における発達段階に応じた調べ学習の手順や方法を次に示す。
〔第３学年・第４学年〕
必要な情報を得るために，読んだ内容に関連した他の本や文章などを読む。
・関心のあることなどから調べることを決める。
・百科事典や図鑑，科学に関する本や文章などを使って調べる。
（図書館の本の配置，本の種類や題名，目次や索引，百科事典の背表紙の使い方）
・必要な部分に付箋を貼ったり，大事な内容をメモに取ったりする。
・調べるうちに出てきた分からないことについて，さらに調べる。
・付箋やメモを整理してまとめる。
〔第５学年・第６学年〕
複数の本や文章から，目的に応じたものを選んだり，それらを組み合わせたりする。
集めた資料を比べたり，関係付けたりしながら，自分の考えを深めながら読む。
・家庭や地域，学校生活での学習などで感じたり考えたりしたことから，調べるこ
とを決める。
・目的に応じて複数の本や文章を選び，調べる。
（必要な文や語句の書き抜き，要約，引用，付箋を貼る，メモを取る）
・集めた資料を比べたり関連付けたりしながら考えを深める。
（取り出した情報をまとめた付箋やメモなどを，構造化して並べ換える）
・自分の考えやその理由，具体的な根拠を整理する。
（参照）
・「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校国語】」
P.44～P.45，P.55
・「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」P.31
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※出典等
＜科学読み物＞
・絵 木村しゅうじ 解説 小森厚『どうぶつえんのどうぶつあんない』
（1985年７月 株式会社福音館書店）
・監修 中川志郎 構成・文 わしおとしこ『ふしぎ発見シリーズ② どうぶつのはな』
（1995年３月 株式会社アリス館）
・著者 カー・ウータン博士 絵 カナヨ・スギヤマ『ANIMAL PICTURES BOOK ゾウの本』
（1997年２月 株式会社講談社）
・監修 柴内俊次 構成・文 有限会社ネイチャー・プロ編集室『進化がわかる動物図鑑
ゾウ・ハイラックス・ジュゴン』（1998年３月 株式会社ほるぷ出版）
・文 オナー・ヘッド 絵 マシュー・ニコラス 日本語版監修 今泉忠明 訳 ゆりよう子
『どうぶつのおやこ ゾウ』（2000年３月 株式会社小峰書店）
・著者 吉村卓三『おかしないきもの』（2002年４月 株式会社コスモトゥーワン）
・監修 成島悦雄 文 佐々木聖／三品隆司／高岡昌江／西川寛
『これだけは知っておきたい（２）動物の大常識』（2003年９月 株式会社ポプラ社）
・監修 今泉忠明 執筆 大木邦彦『ポプラディア情報館 動物のふしぎ』
（2008年３月 株式会社ポプラ社）
・文 山本省三 絵 喜多村武 監修 遠藤秀紀『動物ふしぎ発見 ゾウの長い鼻には、
おどろきのわけがある！』（2008年３月 株式会社くもん出版）
・監修 増井光子『くらべてみよう！どうぶつのあかちゃん③ ゾウ』
（2008年３月 株式会社 ポプラ社）
・監修 増井光子 編著 ネイチャー・プロ編集室『どうぶつのからだ② どうぶつの鼻』
（2010年１月 株式会社 偕成社）
などによる。
＜写真＞
・監修 堀浩 写真撮影 内山晟『BIG SCIENCE おおきなかがく この はな だれの？』
（2006年６月 株式会社ひさかたチャイルド）による。
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国語Ｂ３ 詩を比べて読む ＜まど・みちお「タンポポ」「たんぽぽさんが よんだ」＞
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出題の趣旨
二つの詩を比べて読み，内容や表現の工夫を捉えるとともに，それらについて自分
の考えを書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと
ア 物語や詩を読み，感想を述べ合うこと。
設問一
趣旨
二つの詩を比べて読み，表現の工夫を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分
の考えをまとめること。
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
( 1 ) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項
(ｶ) 語感，言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもつこと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 一 １ １ と解答しているもの 80.5 ◎
(1) ２ ２ と解答しているもの 8.3
ア ３ ３ と解答しているもの 6.5
９ 上記以外の解答 0.3
０ 無解答 4.4
一 １ イに３，ウに１，エに２と解答しているもの 59.4 ◎
(2) ２ イに３，エに２と解答しているが，ウに１と解答していないもの 0.3
イ ３ イに３，ウに１と解答しているが，エに２と解答していないもの 0.6
ウ ４ ウに１，エに２と解答しているが，イに３と解答していないもの 0.2
エ ５ イに３と解答しているが，ウに１，エに２と解答していないもの 8.1
６ ウに１と解答しているが，イに３，エに２と解答していないもの 10.4
７ エに２と解答しているが，イに３，ウに１と解答していないもの 7.5
９ 上記以外の解答 8.0
０ 無解答 5.5
分析結果と課題
設問一(1)
○ 正答率は80.5％であり，相当数の児童ができている。
設問一(2)
○ 正答率は59.4％である。表現の工夫を捉えることに課題があり，指導の充実が求められる。
○ 解答類型６の反応率は10.4％である。「どっちの ほうで？」という表現から「方向」と
いう選択肢を選ぶことはできているものの，第一連が声に関係していることや，第三連が人
に関係していることを捉えることができなかったものと考えられる。
（参考）
○関連する問題
・平成23年度【小学校】国語Ａ７
（参照）「平成23年度【小学校】解説資料」P.26～P.27
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学習指導に当たって
詩の内容や表現の工夫を捉える
○ 詩を読み味わうためには，詩の内容はもとより，表現の工夫を捉えることが重要である。
そのためには，連の構成（連と連の関係，連の中に書かれている内容），表現技法（比喩・
反復・擬態語・擬声語など），表記の仕方（漢字・平仮名・片仮名，常体と敬体の違いなど）
などについて，具体的に指導することが大切である。
ここでは，本設問を活用した具体例を次に示す。この事例は，詩の内容や表現を表にして
整理したものである。
連
１行目 ２行目 ３・４行目 ５・６行目
問いかけ 問いかけに対する答え 設問の答え
一
どんな はなのこえと アブのこえと いろいろな あーら
こえで？ なんのこえでも みんな こえで ひょーら
二
たんぽぽ どっちの あっちからと こっちからと さまざまな ぷーら しょ
さんが ほうで？ どっちからでも みんな 方向から
よんだ
だれを
わたしたちと
多くの
では
三
だれを？
ちょうちょたちと
相手に
かけていきま
だれも かれも みんな しょう
このように，表にまとめることで各連にどのような内容が書かれているかを視覚的に理解
することができ，各連の共通点と相違点を具体的に捉えることができる。
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設問二
趣旨
詩の解釈における着眼点の違いを捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと
オ 文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感じ方について違いのあることに
気付くこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 二 １ １ と解答しているもの 6.2
２ ２ と解答しているもの 48.7 ◎
３ ３ と解答しているもの 20.2
４ ４ と解答しているもの 5.2
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 19.7
分析結果と課題
○ 正答率は48.7％である。詩の解釈における着眼点の違いを捉えることに課題があり，指導
の充実が求められる。
○ 解答類型３の反応率は20.2％である。【グループでの交流の様子】の山田さんの「のばす
音に注目して音読すると、『たんぽぽさん』が『あーら ひょーら ぷーら』とリズムに乗っ
て呼びかけている感じがするんだ。」という発言と，選択肢２の「声に出したときの言葉の
調子やひびき」とを結び付けることができなかったものと考えられる。
解答類型０（無解答）の反応率は19.7％である。
（参考）
○関連する問題
・平成24年度【小学校】国語Ａ４（73.6％）
（参照）「平成24年度【小学校】解説資料」P.20～P.22
「平成24年度【小学校】報告書」P.129～P.131
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学習指導に当たって
詩の解釈における着眼点の違いを捉える
○ 詩を様々な着眼点から解釈し，考えたことを交流することは重要である。そのためには，
自分の考えと相手の考えとを比較しながら，共通点や相違点を整理することができるように
指導することが大切である。その際，互いの考えを分類して，どのような着眼点に基づくも
のかを明確にすることが重要である。
ここでは，本設問を活用した具体的な事例を次に示す。この事例は，本設問の選択肢１か
ら４と【グループでの交流の様子】の中の発言の内容とを関係付けたものである。
【選択肢１】
北川 題名にもあるように、ぼくは「たんぽぽさん」が呼んでいる声だと思うな。
※ 北川さんは「題名にもあるように」と述べていることから，題名に使われている言葉
に着目している。
【選択肢２】
山田 そうかな。ぼくは、「たんぽぽさん」と「みんな」が会話している声だと思う
よ。のばす音に注目して音読すると、「たんぽぽさん」が「あーら ひょーら
ぷーら」とリズムに乗って呼びかけている感じがするんだ。それに対して、
「みんな」が声をそろえて、「しょ」と返事をしているのではないかな。
※ 山田さんは「のばす音に注目して音読すると」，「リズムに乗って呼びかけている」
と述べていることから，声に出したときの言葉の調子やひびきに着目している。
【選択肢３】
竹内 そうね。「あーら ひょーら ぷーら しょ」という言葉は、第一連では
イ（いろいろな声で） 呼び、第二連では ウ（さまざまな方向から） 呼んで
いるね。第三連では エ（多くの相手に） 呼びかけていることが分かるわ。そ
れにしても、この言葉はだれの声なのかしら。
※ 竹内さんは「第一連では イ（いろいろな声で） 呼び、第二連では ウ（さまざま
な方向から） 呼んでいるね。第三連では エ（多くの相手に） 呼びかけていることが
分かるわ」と述べていることから，それぞれの連での問いかけの表現に着目している。
【選択肢４】
山田 「では、かけていきましょう」という言葉から、同じように仲のよい様子がわ
かるね。
※ 山田さんは「『かけていきましょう』という言葉から、同じように仲のよい様子がわ
かるね」と述べていることから，「みんな」が走っているときの様子に着目している。
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設問三
趣旨
二つの詩を比べて読み，自分の考えを書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分
の考えをまとめること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 詩の内容や表現の仕方などについて共通点や相違点を取り上げ，
自分の考えを書いている。
② 「たんぽぽ」と「まど・みちお」の両方の言葉を使って書いている。
③ 80字以上，100字以内で書いている。
（正答例）
・ 二つの詩は、まど・みちおさんの植物や動物を愛する気持ちが伝
わってくるという点で共通していると考えました。たんぽぽや動物
たちの仲のよい様子を想像することができて、心が温まり、やさし
い気持ちになりました。（100字）
１ 条件①，②，③を満たしているもの 48.3 ◎
２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの 7.5
３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの
14.9
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
４ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの
1.3
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 2.1
０ 無解答 25.8
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分析結果と課題
○ 正答率は48.3％である。二つの詩を比べて読み，条件に合わせて適切に書くことに課題
があり，指導の充実が求められる。
○ 解答類型３の反応率は14.9％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（誤答例）
・ 詩１では、いろいろな動物の鳴き声があって、とてもすてきだなあと思いました。
詩２では、どこから声が出ているのかわからないというのが、とてもおもしろいと
思いました。どちらも良い詩だと思います。（94字）
・ 詩１のタンポポはタンポポという言葉のひびきに動物の鳴き声を重ねていておも
しろいと思います。詩２のたんぽぽさんがよんだはいろんな声が聞こえてきてふし
ぎだなあと思います。この二つの詩は元気が出る詩です。（99字）
このように解答した児童は「たんぽぽ」，「まど・みちお」という二つの言葉を使うこと
ができていない。この中には，二つの言葉のどちらも使っていない，または，どちらか一方
のみを使っている解答がある。自分の考えを書くことはできているものの，特定の言葉を使
うという条件を満たして書くことはできていない。
解答類型０（無解答）の反応率は25.8％である。
学習指導に当たって
複数の詩を比べて読み，自分の考えを書く
○ 複数の詩を比べて読み，自分の考えを書くためには，表現の工夫や詩の捉え方を観点にし
てそれぞれの詩の特徴を理解し，自分なりに解釈をすることができるように指導することが
大切である。そのためには，複数の詩の共通点や相違点を明らかにし，自分なりの解釈や考
えを詩を読むときの観点を基にして明確にして書くことが考えられる。
ここでは，同じ作者（まど・みちお）の詩を比べて読み，考えたことを伝え合うという学
習活動の例を次に示す。
〔ステップ１〕
これまでに教科書で学習した詩を再度読んで，それぞれの詩の特徴を捉える。まど・
みちおの詩を読み，学習課題「同じ作者の詩を比べて読み，考えたことを伝え合おう」
を設定し，学習計画を立てる。
【詩を読むときの観点】
〈詩の内容〉 〈表現の仕方〉
◇題材 ◇連の構成
◇登場人物 ◇表記
◇時や場所 （漢字・平仮名・片仮名）
◇語り手の視点 ◇表現技法
→誰が誰に対してどんなことをどのように （反復・比喩・擬人法・擬声語・擬態
（優しく・温かくなど）語っているのか。 語・省略・倒置法・列挙など）
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〔ステップ２〕
Ｂ３の二つの詩を比べて読む。
① 共通点や相違点を整理する。（個→グループ）
② 共通点や相違点を基にして，自分が考えたことを書く。
③ 学級全体で交流する。
＜共通点としての発言（例）＞
① タンポポ（たんぽぽ）と人や生き物との間で，よんだりよばれたりしているこ
とについて書かれている。
② タンポポ（たんぽぽ）と人や生き物とが仲良しであり，温かい関係としてえが
かれている。
③ どちらの詩も，連に分けられている。
④ 声に出して読むと，どちらもリズムがある。
【詩１】は，動物を示し，鳴き声を伝えていてテンポがある。
【詩２】は，「あーら ひょーら ぷーら しょ では かけていきましょう」
という言葉が３回繰り返されていて読みやすい。
⑤ どちらも句読点がない（わかち書きがある）。
＜相違点としての発言（例）＞
⑥ 【詩１】は，動物たちのタンポポの呼び方にそれぞれの鳴き声を重ねていて，
言葉の使い方の面白さ（ユニークさ）がある。
【詩２】は，たんぽぽとの周りとの関係に注目している。
⑦ 【詩１】は，題名をはじめ片仮名で表現されている。
【詩２】は，ほとんどが平仮名である。
⑧ 【詩１】は，文末表現が「です」，「ます」など，ていねいな言い方をしている。
【詩２】は，「よんだ」などとふつうの言い方をしたり，「ましょう」とていね
いな言い方をしたりしている。
⑨ 【詩１】は二連，【詩２】は三連で構成されている。
〔ステップ３〕
まど・みちおの詩の中から，自分が気に入った詩を複数取り上げ，まど・みちおのも
のの見方や考え方について感じ取ったことを伝え合う。
〔ステップ４〕
各自が選んだ同じ作者の詩を紹介し合い，学習の振り返りをする。
（参照）
・「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校国語】」P.43～P.44
※出典等
・まど・みちお『まど・みちお 全詩集』（1992年9月 株式会社理論社）による。
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巻末資料
【本調査の実施において参考となる過去の調査】
調査名 実施時期 対象学年 調査対象児童数
昭和31年度 全国学力調査 昭和31年９月 第６学年 71,367 人
昭和34年度 全国学力調査 昭和34年９月 第６学年 93,163 人
昭和36年度 全国小学校学力調査 昭和36年９月 第６学年 100,828 人
昭和37年度 全国小学校学力調査 昭和37年７月
第５学年 約387,000 人
第６学年 約425,000 人
昭和39年度 全国小学校学力調査 昭和39年６月
第５学年 約335,000 人
第６学年 約358,000 人
昭和41年度 全国小学校学力調査 昭和41年６月 第５学年 約331,000 人
昭和56年度 教育課程実施状況に関する
昭和57年２月
第５学年 約16,000 人
総合的調査研究 第６学年 約16,000 人
平成５年度 教育課程実施状況に関する
平成６年２月
第５学年 約16,000 人
総合的調査研究 第６学年 約16,000 人
平成13年度 小中学校教育課程実施状況
平成14年２月
第５学年 １冊子当たり 約16,000 人
調査 第６学年 １冊子当たり 約16,000 人
平成15年度 小・中学校教育課程実施状
平成16年２月
第５学年 １冊子当たり 約16,000 人
況調査 第６学年 １冊子当たり 約16,000 人
第４学年 約3,000 人
平成16年度 特定の課題に関する調査 平成17年２月 第５学年 約3,000 人
第６学年 約3,000 人
平成19年度 全国学力・学習状況調査 平成19年４月 第６学年 1,176,802 人
平成20年度 全国学力・学習状況調査 平成20年４月 第６学年 1,193,590 人
平成21年度 全国学力・学習状況調査 平成21年４月 第６学年 1,183,278 人
平成22年度 全国学力・学習状況調査
平成22年４月 第６学年 1,191,615 人（抽出調査）
平成23年度 全国学力・学習状況調査
未実施 第６学年（抽出調査）
平成24年度 全国学力・学習状況調査
平成24年４月 第６学年 1,168,394 人（抽出調査）
平成25年度 全国学力・学習状況調査 平成25年４月 第６学年 1,157,235 人
※各調査の実施時期や対象学年，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要がある。
【参考文献】
・文部科学省「小学校学習指導要領」 平成20年３月告示
・文部科学省「小学校学習指導要領解説 国語編」 平成20年８月
・全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会議「全国的な学力調査の具体的な実施方
法等について（報告）」 平成18年４月25日
・全国的な学力調査の在り方等の検討に関する専門家会議「平成23年度以降の全国的な学力調査
の在り方に関する検討のまとめ」 平成23年３月31日
・文部科学省「読解力向上に関する指導資料～ＰＩＳＡ調査(読解力)の結果分析と改善の方向～」
平成17年12月
・文部科学省「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～
【小学校版】」 平成22年12月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための
参考資料（小学校 国語）」 平成23年11月
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・文部科学省 国立教育政策研究所「平成１９年度 全国学力・学習状況調査【小学校】報告書」
平成20年１月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２０年度 全国学力・学習状況調査【小学校】報告書」
平成20年11月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２１年度 全国学力・学習状況調査【小学校】報告書」
平成21年12月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２２年度 全国学力・学習状況調査【小学校】報告書」
平成22年10月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２４年度 全国学力・学習状況調査【小学校】報告書」
平成24年９月
・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 小学校
国語」 平成25年８月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成１９年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
小学校 国語」 平成19年５月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２０年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
小学校 国語」 平成20年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２１年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
小学校 国語」 平成21年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２２年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
小学校 国語」 平成22年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２４年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
小学校 国語」 平成24年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２５年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
小学校 国語～一人一人の児童の学力・学習状況に応じた学習指導の改善・充実に向けて～」
平成25年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２６年度 全国学力・学習状況調査 解説資料
小学校 国語～一人一人の児童の学力・学習状況に応じた学習指導の改善・充実に向けて～」
平成26年４月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「解説資料 小学校 国語」 平成23年９月
・国立教育政策研究所教育課程研究センタ 「ー平成２１年度 全国学力・学習状況調査【小学校】
の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成21年８月
・国立教育政策研究所教育課程研究センタ 「ー平成２２年度 全国学力・学習状況調査【小学校】
の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成22年８月
・国立教育政策研究所教育課程研究センタ 「ー平成２４年度 全国学力・学習状況調査【小学校】
の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成24年９月
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２５年度 全国学力・学習状況調査の結果を
踏まえた授業アイディア例 小学校 国語 算数」 平成25年９月
・国立教育政策研究所ウェブサイト「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定で
あった調査問題を踏まえた授業アイディア例 小学校 国語」
・国立教育政策研究所教育課程研究センター「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今
後の取組が期待される内容のまとめ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【小学校編】」
平成24年９月
・文部科学省「（小学校編）今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開 総合的な学
習の時間を核とした課題発見・解決能力、論理的思考力、コミュニケーション能力等向上に関
する指導資料」 平成22年11月
※ これらの資料は，文部科学省及び国立教育政策研究所のウェブサイトにも公開されている。
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